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(57)【要約】
【課題】バイオマスボイラで生じた蒸気を生産装置で利 
用すると共にバイオマスボイラで燃焼する製造副産物の 
乾燥に利用することで、燃焼利用循環システムのエネル 
ギーの効率化を図る食品製造副産物の燃焼利用循環シス 
テムを提供する。
【解決手段】食品製造副産物の燃焼利用循環システム１ 
０は、食品生産施設で生じる食品製造副産物１４を燃焼 
して蒸気を生成するバイオマスボイラ１６と、バイオマ 
スボイラ１６で生成した蒸気を食品生産施設内の食品生 
産装置１２へ送る第１フローとしての配管２４、ヘッダ 
ー２２、及び配管４０と、第１フローへ送られた蒸気の 
一部を、食品製造副産物１４を乾燥する乾燥機１８へ送 
る第２フローとしての配管４８と、を有している。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全8頁）



10

20

30

40

50

JP 2023-152111 A 2023.10.16(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 品 生 産 施 設 で 生 じ る 食 品 製 造 副 産 物 を 燃 焼 し て 蒸 気 を 生 成 す る バ イ オ マ ス ボ イ ラ と 、
前 記 バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 生 成 し た 蒸 気 を 前 記 食 品 生 産 施 設 内 の 食 品 生 産 装 置 へ 送 る 第 １ フ  
ロ ー と 、
前 記 第 １ フ ロ ー へ 送 ら れ た 蒸 気 の 一 部 を 、 前 記 食 品 製 造 副 産 物 を 乾 燥 す る 乾 燥 機 へ 送 る 第  
２ フ ロ ー と 、
　 を 有 し て い る 、 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 燃 焼 す る 前 記 食 品 製 造 副 産 物 に 、 前 記 食 品 製 造 副 産 物 よ り も 高  
熱 量 の 高 熱 量 食 品 製 造 副 産 物 を 混 ぜ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 食 品 生 産 装 置 へ 蒸 気 を 供 給 す る ガ ス ボ イ ラ と 、
　 前 記 ガ ス ボ イ ラ か ら 前 記 食 品 生 産 装 置 へ 供 給 す る 蒸 気 の 量 と 、 前 記 バ イ オ マ ス ボ イ ラ か  
ら 前 記 食 品 生 産 装 置 へ 供 給 す る 蒸 気 の 量 と を 調 整 し て 、 前 記 食 品 生 産 装 置 へ の 蒸 気 供 給 量  
を 安 定 さ せ る 蒸 気 量 調 整 部 と 、
　 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 バ イ オ マ ス 燃 料 で あ る 食 品 製 造 副 産 物 を バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 燃 焼 し 、 製 造 蒸 気 を 食 品 生  
産 施 設 内 で 利 用 す る シ ス テ ム が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 特 許 文 献 １ の シ ス テ ム で は 、 食 料 品 製 造 副 産 物 で あ る 食 品 残 渣 物 を 乾 燥 機 で 乾 燥 さ せ 、  
乾 燥 後 の 食 品 残 渣 物 を 廃 棄 物 燃 焼 ボ イ ラ で 燃 焼 さ せ 、 該 廃 棄 物 燃 焼 ボ イ ラ で 生 成 し た 蒸 気  
を 蒸 気 タ ー ビ ン に 供 給 し 、 蒸 気 タ ー ビ ン で 第 ２ 発 電 機 を 駆 動 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ９ ０ ９ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の シ ス テ ム で は 、 食 料 品 製 造 副 産 物 で あ る 食 品 残 渣 物 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 機 を  
稼 働 す る エ ネ ル ギ ー が 別 途 必 要 で あ り 、 改 善 の 余 地 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 生 じ た 蒸 気 を 生 産 装 置 で 利 用 す る と  
共 に バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 燃 焼 す る 製 造 副 産 物 の 乾 燥 に 利 用 す る こ と で 、 燃 焼 利 用 循 環 シ ス  
テ ム の エ ネ ル ギ ー の 効 率 化 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム は 、 食 品 生 産 施 設 で 生 じ る 食  
品 製 造 副 産 物 を 燃 焼 し て 蒸 気 を 生 成 す る バ イ オ マ ス ボ イ ラ と 、 前 記 バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 生  
成 し た 蒸 気 を 前 記 食 品 生 産 施 設 内 の 食 品 生 産 装 置 へ 送 る 第 １ フ ロ ー と 、 前 記 第 １ フ ロ ー へ  
送 ら れ た 蒸 気 の 一 部 を 、 前 記 食 品 製 造 副 産 物 を 乾 燥 す る 乾 燥 機 へ 送 る 第 ２ フ ロ ー と 、 を 有  
し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム で は 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 食  
品 製 造 副 産 物 を 燃 焼 し て 生 成 さ れ た 蒸 気 が 、 第 １ フ ロ ー で 食 品 生 産 施 設 内 の 食 品 生 産 装 置  
へ 送 ら れ 、 食 品 生 産 装 置 の 熱 量 と し て 使 用 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ フ ロ ー が 、 第 １ フ ロ ー へ 送  
ら れ た 蒸 気 の 一 部 を 、 食 品 製 造 副 産 物 を 乾 燥 す る 乾 燥 機 へ 送 る の で 、 乾 燥 機 を 稼 働 す る エ  
ネ ル ギ ー が 別 途 必 要 で な く 、 エ ネ ル ギ ー の 効 率 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム に  
お い て 、 前 記 バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 燃 焼 す る 前 記 食 品 製 造 副 産 物 に 、 前 記 食 品 製 造 副 産 物 よ  
り も 高 熱 量 の 高 熱 量 食 品 製 造 副 産 物 を 混 ぜ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム で は 、 食 品 製 造 副 産 物 に 、 食  
品 製 造 副 産 物 よ り も 高 熱 量 の 高 熱 量 食 品 製 造 副 産 物 を 混 ぜ る こ と で 、 食 品 生 産 施 設 内 で 必  
要 な 熱 量 を 調 達 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 食 品  
生 産 装 置 へ 蒸 気 を 供 給 す る ガ ス ボ イ ラ と 、 前 記 ガ ス ボ イ ラ か ら 前 記 食 品 生 産 装 置 へ 供 給 す  
る 蒸 気 の 量 と 、 前 記 バ イ オ マ ス ボ イ ラ か ら 前 記 食 品 生 産 装 置 へ 供 給 す る 蒸 気 の 量 と を 調 整  
し て 、 前 記 食 品 生 産 装 置 へ の 蒸 気 供 給 量 を 安 定 さ せ る 蒸 気 量 調 整 部 と 、 を 有 し て い る 。   
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム で は 、 蒸 気 量 調 整 部 が 、 ガ ス  
ボ イ ラ か ら 食 品 生 産 装 置 へ 供 給 す る 蒸 気 の 量 と 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ か ら 食 品 生 産 装 置 へ 供  
給 す る 蒸 気 の 量 と を 調 整 し て 、 食 品 生 産 装 置 へ の 蒸 気 供 給 量 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム に よ れ ば 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 生 じ  
た 蒸 気 を 生 産 装 置 で 利 用 す る と 共 に バ イ オ マ ス ボ イ ラ で 燃 焼 す る 製 造 副 産 物 の 乾 燥 に 利 用  
す る こ と で 、 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム の エ ネ ル ギ ー の 効 率 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム の 概 要 を 示 す  
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム の 食 品 製 造 副  
産 物 、 蒸 気 の 流 れ 等 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ 、 及 び 図 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 食 品 製 造 副 産 物 の 燃 焼 利 用 循 環 シ  
ス テ ム １ ０ に つ い て 説 明 す る 。
　 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ は 、 一 例 と し て 、 食 品 工 場 等 の 食 品 生 産 施 設 に 適 用 可 能 で あ  
っ て 、 食 品 の 製 造 に 関 わ る 生 産 装 置 （ 製 造 ラ イ ン ） １ ２ か ら 排 出 さ れ る 食 品 製 造 副 産 物 １  
４ を 燃 料 と し て 用 い る バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で 生 成 さ れ た 蒸 気 を  
用 い て 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 機 １ ８ 、 ガ ス ボ イ ラ ２ ０ 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ  
１ ６ で 生 成 さ れ た 蒸 気 及 び ガ ス ボ イ ラ ２ ０ で 生 成 さ れ た 蒸 気 を 生 産 装 置 １ ２ に 供 給 す る ヘ  
ッ ダ ー ２ ２ 等 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
　 生 産 装 置 １ ２ と し て は 、 一 例 と し て 、 麺 の 乾 燥 機 、 ジ ャ ケ ッ ト 釡 等 を 挙 げ る こ と が で き  
る が 、 そ の 構 成 、 用 途 は 特 に 問 わ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ と ヘ ッ ダ ー ２ ２ と は 配 管 ２ ４ で 接 続 さ れ て お り 、 バ イ オ マ ス ボ イ  
ラ １ ６ で 生 成 さ れ た 蒸 気 は 、 配 管 ２ ４ を 介 し て ヘ ッ ダ ー ２ ２ に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い  
る 。 な お 、 配 管 ２ ４ の 途 中 に は 、 開 閉 弁 ２ ６ 、 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ２ ８ 、 開 閉 弁 ３ ０ 等  
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が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ガ ス ボ イ ラ ２ ０ は 、 一 例 と し て ガ ス Ｇ を 燃 料 と し て 用 い て 蒸 気 を 生 成 す る も の で あ る が  
、 石 油 、 重 油 等 の ガ ス 以 外 の 燃 料 を 用 い る ボ イ ラ に 替 え て も よ い 。 な お 、 ガ ス ボ イ ラ ２ ０  
で 生 成 さ れ た 燃 焼 排 ガ ス は 、 大 気 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ガ ス ボ イ ラ ２ ０ と ヘ ッ ダ ー ２ ２ と は 配 管 ３ ２ で 接 続 さ れ て お り 、 ガ ス ボ イ ラ ２ ０ で 生 成  
さ れ た 蒸 気 は 、 配 管 ３ ２ を 介 し て ヘ ッ ダ ー ２ ２ に 供 給 可 能 と な っ て い る 。 配 管 ３ ２ の 途 中  
に は 、 開 閉 弁 ３ ４ 、 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ３ ６ 、 開 閉 弁 ３ ８ 等 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 圧 力 調 整 弁 ２ ８ 、 及 び 圧 力 調 整 弁 ３ ６ は 、 本 発 明 の 調 整 部 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 生 産 装 置 １ ２ は 、 食 品 を 製 造 す る 際 に 蒸 気 を 直 接 的 に 利 用 す る も の で あ っ て も よ  
く 、 間 接 的 に 利 用 す る も の で あ っ て も よ く 、 そ の 構 成 は 特 に 問 わ な い 。
　 生 産 装 置 １ ２ と ヘ ッ ダ ー ２ ２ と は 、 配 管 ４ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 ヘ ッ ダ ー ２ ２ に 供 給 さ  
れ た 蒸 気 は 、 配 管 ４ ０ を 介 し て 生 産 装 置 １ ２ に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 配 管  
４ ０ の 途 中 に は 、 開 閉 弁 ４ ２ 、 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ４ ４ 、 開 閉 弁 ４ ６ 等 が 取 り 付 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ヘ ッ ダ ー ２ ２ に 供 給 さ れ た 蒸 気 は 、 配 管 ４ ８ を 介 し て 乾 燥 機 １ ８ に 供 給 さ れ る よ  
う に な っ て い る 。 な お 、 配 管 ４ ８ の 途 中 に は 、 開 閉 弁 ５ ０ 、 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ５ ２ 、  
開 閉 弁 ５ ４ 等 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 配 管 ２ ４ 、 ヘ ッ ダ ー ２ ２ 、 及  
び 配 管 ４ ０ が 本 発 明 の 第 １ フ ロ ー の 一 例 で あ り 、 本 実 施 形 態 の 配 管 ４ ８ が 本 発 明 の 第 ２ フ  
ロ ー の 一 例 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 調 整 弁 ２ ８ 、 及 び 圧 力 調 整 弁 ３ ６ が 本 発 明 の  
蒸 気 量 調 整 部 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 乾 燥 機 １ ８ は 、 一 例 と し て 、 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ が 投 入 さ れ る 内 側 容 器 と  
内 側 容 器 の 外 側 に 設 け ら れ る 外 側 容 器 と の 間 に 蒸 気 が 供 給 さ れ 、 内 側 容 器 に 投 入 さ れ た 食  
品 製 造 副 産 物 １ ４ を 加 熱 乾 燥 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 乾 燥 機 １ ８ は 、 蒸 気 の 熱  
を 利 用 す る も の で あ れ ば 、 ど の よ う な 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 作 用 、 効 果 ）
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ を 用 い た 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 処 理 に つ  
い て 説 明 す る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 生 産 装 置 （ ま た は 生 産 ラ イ ン ） １ ２ か ら 排 出 さ れ る 食 品 製 造 副 産 物  
１ ４ に つ い て 燃 焼 可 否 の 判 断 を 行 う 。 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ に つ い て 燃 焼 可 能 な も の と 、 燃  
焼 不 可 能 な も の と に 分 け 、 燃 焼 不 可 能 な も の は 廃 棄 す る 。
　 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ と し て は 、 種 々 の 種 類 、 形 態 が あ る の で 、 生 産 装 置 １ ２ か ら 排 出 す  
る 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 成 分 検 査 を 予 め 行 い 、 燃 焼 の 可 否 判 断 を 行 う 。
　 ま た 、 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ と し て は 、 一 例 と し て 、 実 際 に 食 用 と し て 供 す る こ と の な い  
食 品 ク ズ 、 食 品 の 洗 浄 に 使 用 し た 排 水 中 の 固 形 物 も 含 ま れ る 。
　 燃 焼 可 否 の 判 断 の 一 例 を 下 記 に 記 載 す る 。
（ １ ） 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 熱 量
（ ２ ） 燃 焼 時 の 有 害 性 （ 排 煙 成 分 含 む ）
（ ３ ） 燃 料 と し て の ハ ン ド リ ン グ 性
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 燃 焼 可 能 な 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ に つ い て 、 含 水 率 等 に よ る 選 別 を 行 う 。 本 実 施 形  
態 で は 、 一 例 と し て 、 含 水 率 ８ ０ ％ 以 上 の 超 高 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ａ 、 含 水 率 が ６ ０ ％ を 超  
え 、 ８ ０ ％ 未 満 の 高 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｂ 、 含 水 率 ６ ０ ％ 以 下 の 低 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｃ 、 結  
着 材 利 用 副 産 物 １ ４ Ｄ と に 選 別 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 含 水 率 ８ ０ ％ 以 上 の 超 高 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ａ は 、 乾 燥 し 難 い た め 、 一 例 と し て 、  
フ ィ ル タ ー プ レ ス 等 の 物 理 的 に 脱 水 を 行 う 脱 水 装 置 を 用 い て 脱 水 し 、 含 水 率 を ８ ０ ％ 未 満  
に す る （ 一 例 と し て 、 含 水 率 が ６ ０ ％ を 超 え ８ ０ ％ 未 満 と さ れ た 高 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｂ と  
す る 。 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 含 水 率 が ６ ０ ％ を 超 え ８ ０ ％ 未 満 の 高 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｂ は 、 自 燃 し 難 い た め 、 乾 燥 機  
１ ８ で 加 熱 し 、 含 水 率 が ６ ０ ％ 以 下 に な る ま で 乾 燥 さ せ 、 含 水 率 ６ ０ ％ 以 下 の 低 含 水 率 副  
産 物 １ ４ Ｃ と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 自 燃 可 能 の 判 断 の 目 安 の 一 例 と し て 、 含 水 率 を ６ ０ ％ 以 下 と し て い る  
が 、 含 水 率 は ６ ０ ％ 以 下 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 各 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 含 水  
率 は 、 生 産 装 置 １ ２ か ら 排 出 す る 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 成 分 検 査 を 行 っ た 際 に 把 握 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 含 水 率 が ６ ０ ％ 以 下 で あ っ て も 、 纏 ま り 難 く 、 取 り 扱 い 難 い 副 産 物 は 、 一 例 と し  
て 、 生 産 装 置 １ ２ か ら 排 出 さ れ た 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 中 か ら 選 別 し た 結 着 材 （ 一 例 と し  
て 、 繊 維 状 の も の 、 粘 り 気 を 有 す る も の ） を 混 合 し 、 扱 い 易 く 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ に  
投 入 し 易 い ハ ン ド リ ン グ 性 に 優 れ た ペ レ ッ ト 状 に 成 形 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で は 、 自 燃 可 能 な 低 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｃ 、 高 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｂ  
を 含 水 率 が ６ ０ ％ 以 下 に な る ま で 乾 燥 機 １ ８ で 乾 燥 さ せ た も の （ 低 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｃ ）  
、 及 び ペ レ ッ ト 状 に 成 形 し た 食 品 製 造 副 産 物 の 何 れ か 一 つ ま た は ２ つ 、 ま た は ３ つ 全 て を  
燃 料 と し て バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ に 投 入 し て 燃 焼 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 一 例 と し て 、 自 燃 可 能 で 乾 燥 す る 必 要 が な く 、 か つ 高 熱 量 （ 燃 焼 し た と き の 発 熱  
量 が 多 い ） の 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ Ｅ が あ る 場 合 に は 、 該 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ Ｅ を バ イ オ マ  
ス ボ イ ラ １ ６ に 投 入 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 高 熱 量 の 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ Ｅ と は 、 例 え ば 油 分 が 多 い も の 、 一 例 と し て 天 ぷ ら カ ス 等  
で あ る 。 こ れ に よ り 、 高 熱 量 の 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ Ｅ よ り も 低 熱 量 の 食 品 製 造 副 産 物 １ ４  
、 一 例 と し て 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ Ｅ よ り も 含 水 率 の 多 い 食 品 製 造 副 産 物 を 燃 焼 さ せ る 場 合  
に 比 較 し て 、 乾 燥 機 １ ８ で 効 率 的 に 乾 燥 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 低 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｃ 、 高 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｂ を 含 水 率 が ６ ０  
％ 以 下 に な る ま で 乾 燥 機 １ ８ で 乾 燥 さ せ た も の （ 低 含 水 率 副 産 物 １ ４ Ｃ ） 、 ペ レ ッ ト 状 に  
成 形 し た 食 品 製 造 副 産 物 等 、 自 燃 で き る も の は 、 一 例 と し て 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ に 投  
入 す る 前 に 一 時 的 に サ イ ロ や タ ン ク （ 図 示 せ ず ） 等 に 保 管 し 、 保 管 し て お い た も の を バ イ  
オ マ ス ボ イ ラ １ ６ に 適 宜 投 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ に お け る 「 混 合 」 で は 、 燃 焼 可 能 な 燃 料 を 生 成 す る た め に 、 自 燃 可 能 な 燃 料 と す る  
た め 、 ま た 、 成 形 性 を 考 慮 し て 含 水 率 の コ ン ト ロ ー ル を 行 っ た 上 で 種 々 の 食 品 製 造 副 産 物  
の 混 合 を お こ な う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 燃 料 と し て の 品 質 、 ハ ン ド リ ン グ 性 を 向 上 さ せ る た め 、  
図 ２ に 示 す 「 成 型 工 程 （ 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ を 所 定 の 形 状 （ ペ レ ッ ト 状 な ど ） と す る ） 」  
を 追 加 す る 場 合 も あ る 。 そ の 成 型 に 必 要 な 結 着 材 も 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ を 利 用 す る こ と を  
前 提 と し 、 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の み で バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ の 燃 料 を 製 造 す る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で は 、 自 燃 可 能 な 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ を 燃 焼 さ せ る こ と が で き 、  
バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で 生 成 さ れ た 蒸 気 は 、 生 産 装 置 １ ２ で 食 品 の 加 熱 等 に 利 用 さ れ る と  
共 に 、 乾 燥 機 １ ８ の 熱 源 と し て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ で は 、 生 産 装 置 １ ２ が 稼 働 し て い る 際 に  
は 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ 、 及 び ガ ス ボ イ ラ ２ ０ を 常 に 稼 働 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ で は 、 一 例 と し て 、 「 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ３  
６ の 設 定 圧 ＜ 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ２ ８ の 設 定 圧 」 と さ れ 、 通 常 運 転 時 （ 一 例 と し て 、 バ  
イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ の 燃 料 が 十 分 に あ る 場 合 ） で は 、 ヘ ッ ダ ー ２ ２ に 供 給 さ れ る 蒸 気 の 圧  
力 は 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ 側 が ガ ス ボ イ ラ ２ ０ 側 よ り も 大 と な っ て い る 。 な お 、 ヘ ッ ダ  
ー ２ ２ 内 の 圧 力 は 、 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ３ ６ の 設 定 圧 、 及 び 圧 力 調 整 弁 （ 減 圧 弁 ） ２ ８  
の 設 定 圧 よ り も 低 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 即 ち 、 通 常 運 転 時 で は 、 ヘ ッ ダ ー ２ ２ に お い て 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ か ら 供 給 さ れ る  
蒸 気 供 給 圧 が 、 ガ ス ボ イ ラ ２ ０ か ら 供 給 さ れ る 蒸 気 供 給 圧 よ り も 高 く な っ て い る た め 、 生  
産 装 置 １ ２ に は バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ 側 の 蒸 気 が 優 先 的 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ で は 、 一 例 と し て 、 燃 焼 さ せ る 食 品 製 造 副 産 物  
１ ４ が 不 足 し 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ の 蒸 気 発 生 量 が 減 り 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ の 蒸 気  
圧 が 低 下 す る と 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ の 蒸 気 発 生 量 の 不 足 分 を 補 う よ う に ガ ス ボ イ ラ ２  
０ か ら ヘ ッ ダ ー ２ ２ へ の 蒸 気 の 供 給 量 が 増 え 、 ガ ス ボ イ ラ ２ ０ が バ ッ ク ア ッ プ と し て 作 用  
す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ で は 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で 生 成 し た 蒸 気 を  
生 産 装 置 １ ２ で 利 用 す る と 共 に バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で 燃 焼 す る 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 乾  
燥 に 利 用 す る の で 、 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ の エ ネ ル ギ ー の 効 率 化 を 図 る こ と が で き る  
。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム １ ０ で は 、 上 述 し た よ う に バ イ オ マ ス ボ イ ラ  
１ ６ と 乾 燥 機 １ ８ と を 用 い る の で 、 幅 広 い 含 水 率 の 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ を 一 括 で 処 理 す る  
こ と が で き 、 Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 の 低 減 、 及 び 廃 棄 物 の 削 減 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 乾 燥 が 不 要 で 、 高 熱 量 の 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ Ｅ を バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で 燃 焼 で  
き る 場 合 に は 、 大 き な 熱 量 （ 蒸 気 量 ） を 生 産 施 設 内 で 得 ら れ る だ け で な く 、 上 記 乾 燥 が 必  
用 な 食 品 製 造 副 産 物 １ ４ の 乾 燥 工 程 で 必 要 な 熱 量 と し て 有 効 的 に 利 用 す る こ と が で き る 。       

【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 バ イ オ マ ス ボ イ ラ １ ６ で 生 成 さ れ た 排 ガ ス は 、 大 気 に 放 出 し て も よ い が 、 排 ガ ス  
の 熱 を 生 産 装 置 １ ２ 等 で 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の ガ ス ボ イ ラ ２ ０ は 、 負 荷 追 従 で 基 本 的 に 動 き 続 け て い る も の で あ っ て 、 生  
産 装 置 １ ２ 側 の 蒸 気 の 需 要 が 変 動 す る と 、 ガ ス Ｇ の 投 入 量 を 変 動 さ せ て 蒸 気 発 生 量 を 変 動  
さ せ る 、 即 ち 、 負 荷 変 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ そ の 他 の 実 施 形 態 ］
　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 に 限 定 さ れ る も の で な  
く 、 上 記 以 外 に も 、 そ の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 形 し て 実 施 可 能 で あ る こ  
と は 勿 論 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 　 　 　 １ ０     燃 焼 利 用 循 環 シ ス テ ム
　 　 　 　 １ ２     生 産 装 置
　 　 　 　 １ ４     食 品 製 造 副 産 物
　 　 　 　 １ ６     バ イ オ マ ス ボ イ ラ
　 　 　 　 １ ８     乾 燥 機
　 　 　 　 ２ ０     ガ ス ボ イ ラ
　 　 　 　 ２ ２     ヘ ッ ダ ー （ 第 １ フ ロ ー ）
　 　 　 　 ２ ４     配 管 （ 第 １ フ ロ ー ）
　 　 　 　 ２ ８     圧 力 調 整 弁 （ 蒸 気 量 調 整 部 ）
　 　 　 　 ３ ６     圧 力 調 整 弁 （ 蒸 気 量 調 整 部 ）
　 　 　 　 ４ ０     配 管 （ 第 １ フ ロ ー ）
　 　 　 　 ４ ８     配 管 （ 第 ２ フ ロ ー ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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